



















                ダそこで大学としては，更に排水処理施設の管理運営内容について，事務局内部及び環境管理施設
等において検討を重：ねました結果，公害防止対策委員会のまとめられた線にそって，現在の環境管
理施設を廃液処理部門（無機廃液・有機廃液）に生活。洗浄排水処理部門（生活排水・洗浄排水）
を加えた形の施設に拡充改組し，「学内共同利用センター」としての「環境管理センター」’とする
案を作り，5月26日の評議会において決定されました。
 なお，初代センター長は環境管理施設長の高橋照男教授に決定し，事務的業務は事務局施設部が
中心となって当り，専門的業務は従来通り工学部等の専門教官にお願いする事になりました。また
施設のセンターへの機構変換により関係各種規程も新しく作られ，愈々6月1日付けをもって岡山
大学琿境管理センターが誕生致しました。
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 私は昭和55年公害防止対策委員長であった当時からの津島地区排水対策検討の経緯を回顧し，
予想以上に早く排水処理を含めた環境管理センターの設立が実現しました事に心からの喜びと深い
感概を覚えるものであります。そして排水対策専門委員会の皆様の長年に亘る御熱心なる専門的な
御検討と，また専門委員長かっ環境管理施設長としての高橋照男教授の管理体制に関する精細・緻
密なる購想案作製に対し，衷心から感謝申し上げる次第であります。
終りに新生岡山大学環境管理センターの今後の充実と発展を衷心から祈念してやみません。
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